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権を担当してきたスシロ・バンバン・ユドヨノ大統領の任期が憲法の規定に従って終了するため、政権交代を決する選挙であっ 。それゆえ、候補者たちはなりふり構わず権力を獲得し くるかもしれなかった。そ ような状況下で票の買収などの不正が発生し り、選挙運営が混乱したりすれば、選挙の正統性が失わ 、敗者に結果を認めさせることができなくなる。　
実際、それが現実となる可能性

















ドネシアは新しい政権を迎えることになった。しかし、その選挙は、ユドヨノ時代の継続か否かが問われたものではなかった。ユドヨノ時代からの変化が求められて た。国民に問われたの 、そ 変化の方向性であっ 。　
二〇〇九年を境に、インドネシ
















ようになったのは、民主化と地方分権化ゆえのことである。ジョコウィは、地方首長の住民直接選挙が導入された二〇〇五年にソロ市長選に出馬して当選し、そ 実績と親しみやすい人柄で一躍人気を獲得した。そこから ジャカルタ首都特別州知事、そして大統領へと権力の階段を一気に駆け上がった。ジョコウィはまさ 、 「民主化の申し子」なのである。　
ジョコウィが目指しているのは、
















としている課題は、インドネシアを「政治的安定と経済成長」を達成した新興国へと飛躍させたユヨノ前政権から引き継がれたものでもある。そこで、本特集で一〇年という民主化後初の長期政権となったユドヨノ政権の下で何が達成され、何が課題として残されたのかを検証しながら、ジョコウィ大統領に引き継がれた課題を明らかにする。これらの作業を通じて、ジョコウィ政権下 のインドネシアがどこに向 おうと ているのかを考える手がかり 読者の皆さんに提供したい。（かわむら
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